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上位・関連計画の整理 
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上位関連計画の整理 

 

項      目 内          容 

計画期間 

計画期間：平成 29年度～令和 6年度（8年間） 

【前期計画】平成 29 年度～令和 2年度（4年間） 

【後期計画】令和 3年度～令和 6年度（4年間） 

基
本
目
標
・
将
来
像 

将来像 『ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市(まち)・宇城』 

基本目標 

１ 「育てる」まちづくり（学校教育・子育て支援） 

２ 「住み続ける」まちづくり（生活環境・健康福祉・社会福祉） 

３ 「持続する」まちづくり（産業経済・都市機能・行財政改革） 

４ 「選ばれる」まちづくり（観光物産・移住定住） 

５ 「活躍する」まちづくり（雇用・男女共同参画・交流・文化スポーツ） 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）

 

＜基本施策＞ 

 

 

＜主要施策＞ 

（１）「選ばれるまち」をつくる 

 JR 鹿児島本線２駅立地の利便性を活かし、電車とバス、タクシー等の交通

機関相互の乗りつぎを容易にする取組み進めることで、地域に最適な公共交

通網を形成するコンパクトで移動が容易なまち・長く安心して暮らせるまち

づくりを目指します。 

（２）持続可能な発展への基礎をつくる 

 宇城市の居住快適性と行政経営の持続性を維持、発展させるために、民間

事業者、各種学校、住民との関係性を高め、コンパクトかつ公共交通網で補

完可能なまちづくりの基礎づくりを進めます。 

 

＜成果指標＞ 
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 2年 3月 

計画期間：令和 2年度～令和 6年度（5年間） 

基本目標と 

施策の体系 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）

 

基本目標③ 産業・都市【「持続する」まちづくり】 
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項      目 内          容 

計画期間 

計画期間：平成 29年度～令和 6年度（8年間） 

【前期計画】平成 29 年度～令和 2年度（4年間） 

【後期計画】令和 3年度～令和 6年度（4年間） 

基
本
目
標
・
将
来
像 

将来像 『ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市(まち)・宇城』 

基本目標 

１ 「復興する」まちづくり 

２ 「育てる」まちづくり 

３ 「住み続ける」まちづくり 

４ 「持続する」まちづくり 

５ 「選ばれる」まちづくり 

６ 「活躍する」まちづくり 

目標人口 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）

 

小川地区における主な重点プロジェクト 
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項      

目 
内          容 

計画期間 計画期間：令和 2年度～令和 22 年度（20 年間） 

基本理念 海×山可決まちが織りなす 多様な暮らしぶりを選択できるまち・宇城 

基
本
方
針
・
将
来
都
市
構
造 

基本

方針 

 

将来

都市

構造 
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主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）

 

第４章 全体構想 

第５章 地域別構想 

（５）地域づくりの方針 

 ■三角地域 

 ■不知火地域 

 ■松橋地域 

 ■小川地域 

 ■豊野地域 
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項      

目 
内          容 

計画期間 計画期間：平成 2年度～令和 22 年度（20 年間） 

基
本
理
念
・
方
針 

 

■誘導方針１：誰もが快適かつ健康に暮らせる都市拠点の形成 

       《ゾーンの適正配置によるこう率的な拠点の形成》 

       《多世代にとって便利な都市機能の集約と住居の誘導》 

       《快適で外出しやすいまちなかの形成》 

■誘導方針２：多様な暮らしぶりをつなぐ公共交通ネットワークの形成 

       《拠点間連携を強化する地域間幹線ネットワークの形成》 

       《地域ニーズに応じた細やかな公共交通ネットワークの形成》 

■誘導方針３：安心・安全に暮らすことができる防災都市構造の形成 

       《安全・安心な居住地の形成》 

       《復興まちづくり計画に基づく防災都市構造の構築》 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 2年 6月(令和 6年 2月一部改訂) 

計画期間：令和 2年度～令和 6年度（5年間）） 

基
本
目
標
・
方
針 

基本目標 

① 市民の生命を守ること  

② 市の重要な機能が致命的な障害を受けず維持されること  

③ 市民の財産及び公共施設に係る被害を最小化すること  

④ 被災した場合も迅速な復旧復興を可能にすること 

基本方針 

(1) 強靭化に向けた取組姿勢  

① 本市の強靭性を損なう要因について、あらゆる側面から検討する。  

② 短期的な視点によらず、長期的な視野を持って計画的に取り組む。  

③ 災害に強いまちづくりにより、力強い地域社会を構築し、地域経済の持続的な 

成長につなげるとともに、市内各地域の特性を踏まえつつ、地域間の連携を強

化する視点を持つ。  

④ 国、県及び他市町村との連携体制を構築するとともに、民間との役割分担や協 

力体制についても、必要に応じて整備を図る。  

(2) 効率的かつ効果的な施策の推進  

① 災害リスクや地域の状況等に応じて、ハード対策とソフト対策を適切に組み合

わせて効果的に施策を推進する。  

② 非常時に防災・減災等の効果を発揮するのみならず、平時にも有効に活用され 

る対策となるよう工夫する。  

③ 人口の減少や社会資本の老朽化等を踏まえるとともに、財政資金の効率的な使 

用による施策の持続的な実施に配慮して、施策の重点化を図る。  

④ 国、県の施策の適切かつ積極的な活用、既存の社会資本の有効活用、ＰＰＰ／ 

ＰＦＩ等による民間資金の積極的な活用を図り、効率的かつ効果的に施策を推 

進する。  

⑤ 施設等の効率的かつ効果的な維持管理を推進する。  

⑥ 人命を保護する観点から、関係者の合意形成を図りつつ、土地の合理的利用を 

促進する。 

(3) 地域の特性に応じた施策の推進  

① 人のつながりや地域コミュニティ機能を強化し、地域全体で強靭化を推進する。 

② 高齢者、障がい者、外国人、女性、子ども等の状況に配慮して施策を講じる。 

③ 自然との共生、環境との調和及び景観の維持に配慮する。 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関

する、

関
連
す
る

内容）
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項      目 内          容 

計画期間 

策  定：令和 2年 3月改訂 

計画期間：<復旧・復興期>平成 29 年度～令和 2年度（4年間） 

     <再生・発展期>令和 3年度～令和 6年度（4年間） 

基
本
理
念
・
方
向
性 

基本理念 
安全で安心して暮らせる 

まち・住まいづくり 

方向性 

（１）災害に強い都市構造の構築  

（２）避難･応急対策活動を支える拠点の整備  

（３）避難･応急対策活動を支えるネットワークの整備 

（４）生活の拠り所となる住まいの確保 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）

 

 

 

 

項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 3年 3月 

計画期間：令和 2年度～令和 37 年度（35 年間） 

施設保全の 

基本方針 

（１）施設の要求水準の確保 

（２）財政負担への対応 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 3年 3月 

計画期間：令和 3年度～令和 7年度（5年間） 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（公共交通

に
関
する、

関
連
す
る
内容）
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 6年 3月 

計画期間：平成 28年 4月～令和 8年 3月（10 年間） 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
連
す
る
内容）

 

7 章 目標達成のための施策・事業 

(7)川尻・富合方面 

【施策・事業の展開方針等】 

○幹線区間の機能強化等を図るとともに、リバグリーン八幡周辺を乗換拠点とし

て、乗換拠点以北・以南を幹線・支線とするゾーンシステムの導入を検討します。 

○なお、幹線・支線のサービス水準設定や支線区間の乗換設定等については、路線

沿線の近隣自治体及び交通事業者との協議を前提とします。 
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 4年 2月 

計画期間：令和 4年度～令和 8年度（5年間） 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
連
す
る
内容）

 
4 章 地域公共交通計画 

4-6 目標達成に向けた施策・事業 

事業 3）路線バスの見直し 

①三角線の見直し 

路線バスの三角線（三角～宇土間）を対象に,運行区間や運行本数などの見直しを,

現在の利用者の利用実態等を踏まえ行います。 
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項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 5年 3月 

計画期間：令和 5年度～令和 9年度（5年間） 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
連
す
る
内容）

 

第 5章 計画の目標と目標達成のための施策事業 

5.2 施策･事業展開 

3-2：港・航路を活かした連携強化 

上天草市グランドデザインにおいて、重点整備地域に位置付け、観光ブランド力を

活かした地域産業の活性化、観光需要拡大を目指している前島地区への来訪者のア

クセス性を強化します。 

JR 三角駅、三角港からのアクセス強化として、路線バスの延伸や航路の天草宝島ラ

インの増便など、港や航路を活かした連携による需要拡大を目指します。 

また、熊本市の桜町バスターミナルから天草市の本渡まで運行している快速あまく

さ号も、現在、新型コロナウイルス感染症等の影響を受け、減便して運行していま

すが、来訪者の需要の回復・向上に合わせて便数の回復を目指します。 
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調査結果  
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１）市民アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼市民アンケート実施概要 

宇城市公式 SNSを登録している方 

宇城市公式 SNSより、WEB アンケートの URL を配信 

令和 6年 9月 24 日～令和 6年 10 月 31 日 

次頁に調査票掲載 
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▲市民アンケート 調査票（1/2） 
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▲市民アンケート 調査票（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．居住地 

回答者の居住地は、「宇城市内」が約 97％を占めており、その内、「松橋町」（54.9％）が半数

以上を占め、次点で「小川町」（18.6％）、「不知火町」（13.8％）が多い。 

一方、宇城市外については、熊本市、宇土市在住者の回答が複数ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳                ▲宇城市内の内訳 
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問２．性別 

回答者の性別は、「女性」（61.6％）が約 6割を占めている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別の内訳 

 

＜地域別＞ 

回答者の性別を地域別に見ると、三角町と松橋町は全体より女性の割合が大きく、豊野町は少

なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別性別の内訳 
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問３．年齢層 

回答者の年齢層は、「40 歳代」（25.9％）が最も多く、次点で「50 歳代」（23.4％）、「60 歳代」

（17.7％）、「30 歳代」（15.5％）が多く、生産年齢層で占められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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＜地域別＞ 

回答者の年齢層を地域別に見ると、豊野町を除く４町は 50 歳代以下の層が約 8 割を占めてお

り、豊野町では 6割以下に留まり、高齢者層が多く占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別年齢層の内訳 
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問４．職業 

回答者の職業は、「会社員・会社役員」（37.1％）が最も多く、次点で「公務員」（24.5％）、「パ

ート・アルバイト」（16.9％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲職業の内訳 

 

＜地域別＞ 

回答者の職業を地域別に見ると、三角町は「会社員・会社役員」と「自営業」と「公務員」を

合わせた比率が約 9割を占め、他の４町よりも高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別職業の内訳 
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問５．家族構成 

回答者の家族構成は、「親もしくは子供との二世代」（57.8％）が約 6割と最も多く、次点で「主

婦のみ」（18.5％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲家族構成の内訳 
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＜地域別＞ 

回答者の家族構成を地域別に見ると、小川町が「親と子供と孫の三世代」の比率が他の４町よ

りも高く、三角町と松橋町が「ひとり暮らし」の比率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別家族構成の内訳 
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問６．移動手段の保有状況〔複数回答〕 

回答者自由に使える移動手段の保有状況は、「自動車」（96.7％）が概ね 10 割で保有率が高く、

次点で「自転車」（40.1％）が約 4割で高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自由に使える移動手段の保有状況 

＜地域別＞ 

地域別に見ると、豊野町の「自動車」が 100％、小川町の「自転車」（54.5％）と「原付・バイ

ク」（16.7％）が他の４町より保有率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た自由に使える移動手段の保有状況 
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問７．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

回答者の運転免許証の保有状況は、「自動車」（96.5％）が概ね 10割と保有率が高い。 

運転免許を返納したと回答したのは 4名で、返納時の年齢は「70歳代」が 2名、「50歳代」が

1名、「40歳代」が 1名であった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

 

 

  

【免許返納時の年齢】 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、豊野町の「自動車」が 100％保有、小川町の「自動二輪・バイク」（31.8％）

が他の４町より保有率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た自動車運転免許証の保有状況 
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問８．普段の日常生活（通勤・買い物・通院など）における外出頻度 

回答者の普段の日常生活における外出頻度は、「ほぼ毎日」（89.1％）が約 9割を占め最も多い。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

▲日常生活での外出頻度 

 

＜地域別＞ 

地域別に見ると、「ほぼ毎日」が豊野町 80.0％、小川町 86.4％で他の４町に比べて少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た日常生活での外出頻度 
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問９．普段の日常生活（通勤・買い物・通院など）で最もよく利用する移動手段 

回答者が日常生活で最も利用している移動手段は、「車（自分で運転」（85.3％）が最も多く、

鉄道や路線バス等の公共交通の利用は非常に少ない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で最も利用する移動手段 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、三角町の「車（自分で運転）」が 95.0％と他の４町に比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た日常生活で最も利用する移動手段 
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問 10．普段の日常生活（通勤・買い物・通院など）で利用する公共交通〔複数回答〕 

回答者が日常生活で最も利用している公共交通は、「鉄道」（25.1％）が約 2 割、「路線バス」

（10.4％）が約 1割に留まっており、「利用しない」（71.7％）が約 7割と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で最も利用する公共交通 

＜地域別＞ 

地域別に見ると、不知火町の「鉄道」（38.8％）、豊野町の「利用しない」（88.0％）が他の４町

に比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た日常生活で最も利用する公共交通  
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問 11．普段の日常生活（通勤・買い物・通院など）の公共交通利用頻度 

回答者の日常生活での公共交通利用頻度は、「年に数日」（47.5％）がほぼ半数を占めており、

「月に数回」（23.2％）と合わせた約 7割で利用頻度が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活での公共交通利用頻度 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、不知火町で「ほぼ毎日」（27.8％）が松橋町、小川町に比べて多い。 

（※三角町と豊野町はサンプル数が少ないため比較評価しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た日常生活で最も利用する公共交通 
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問 12．公共交通（鉄道・路線バス・乗合タクシー）利用時の目的 

回答者の公共交通利用時の目的は、「買い物」（29.0％）が約 3 割で最も多く、次点で「通勤」

（16.0％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通利用時の目的 

 

＜地域別＞ 

地域別に見ると、不知火町で「通勤」（26.3％）利用が松橋町、小川町に比べて多く、小川町で

「出張・業務上の移動」（26.3％）利用が不知火町、松橋町に比べて多い。 

（※三角町と豊野町はサンプル数が少ないため比較評価しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た公共交通利用時の目的 
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問 13．公共交通（鉄道・路線バス・乗合タクシー）を利用しない理由〔複数可能〕 

回答者が公共交通を利用しない理由は、「自動車が楽」（65.1％）が最も多く、次点で「自宅と

駅・バス停が遠い」（49.1％）、「運行本数が少ない」（48.8％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通を利用しない理由 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、「自宅と駅・バス停が遠い」は豊野町、三角町、小川町で多く、「運行本数が

少ない」と「利用したい時間帯に運行してない」は豊野町、三角町が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た公共交通を利用しない理由 
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問 14．公共交通（鉄道・路線バス・乗合タクシー）を利用するにあたっての改善点〔複数可能〕 

回答者が公共交通を利用するにあたって改善してもらいたい項目は、「運行本数」（64.3％）が

最も多く、次点で「運行ルート（経由地）」（46.0％）、「各公共交通の乗り継ぎ」（35.1％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通利用にあたっての改善点 

 

（その他の内訳） 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、豊野町の「運行本数」、「運行ルート（経由地）」、「各公共交通の乗り継ぎ」が

他の４町より多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た公共交通を利用するにあたっての改善点 
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問 15．公共交通（鉄道・路線バス・乗合タクシー）全体の満足度 

回答者の公共交通全体の満足度は、「満足」（1.4％）と「まあ満足」（10.1％）を合わせた「満

足」が約 11％に対し、「不満」（26.4％）と「やや不満」（27.8％）を合わせた「不満足」が約 54％

と、不満が満足を大幅に上回っている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通全体の満足度 

＜地域別＞ 

地域別に見ると、豊野町の「不満足」が 88％（＝64.0+24.0）と最も多く、次点で小川町、松

橋町の順で不満足が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た公共交通全体の満足度 
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問 16．公共交通サービス改善時の利用意向 

公共交通サービスが改善された場合の利用意向は、「利用機会を増やす」（55.3％）が半数以上

を占め、「今まで同様に積極的に利用」（5.2％）と「今後は積極的に利用」（11.2％）と合わせた

約 72％が利用増の意向を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通サービス改善時の利用意向 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、不知火町と小川町において、利用増の意向（「利用機会を増やす」＋「今まで

同様に積極的に利用」＋「今後は積極的に利用」）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た公共交通サービス改善時の利用意向 
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問 17．路線バスや乗合タクシーの維持するための協力可能項目 

路線バスや乗合タクシーを維持していくために協力できることとして、「利用できそうなとき

はなるべき利用する」（60.5％）が約 6割と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスや乗合タクシーの維持するための協力可能項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他の内訳） 
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＜地域別＞ 

地域別に見ると、不知火町において、「利用できそうなときはなるべき利用する」が 8割以上と

他の４町よりも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域別に見た路線バスや乗合タクシーの維持するための協力可能項目 
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問 18．宇城市の地域公共交通に対する要望、意見 

宇城市の公共交通に対する要望としては、「路線バスの運行改善（便数、バス停位置等）」や「巡

回バス・乗合タクシー等の拡充」に関する要望が最も多い。 

また、「公共交通の維持・存続」に関する要望・意見も多く、公共交通の減便や路線廃止などに

よって高齢になっても免許返納ができないことや、それに伴い高齢でも運転せざるをえない状況

や外出頻度が減ることへの危惧（※高齢者当事者の意見とともに、高齢者の子世代からの意見）

が挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市の公共交通に対する要望・意見 
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２）駅利用者アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼駅利用者アンケート実施概要 

駅利用者（松橋駅、小川駅、三角駅を対象） 

調査員を駅に配置し、可能な範囲で聞き取り調査 

令和 6年 9月 25 日（水） 

次頁に調査票掲載 
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▲駅利用者アンケート 調査票（1/2） 
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▲駅利用者アンケート 調査票（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．居住地 

駅利用者の居住地は、「宇城市内」が約 57％を占めており、その内の 9 割近くを不知火町、松

橋町、小川町の旧 3町が占めている。 

一方、宇城市外については、上天草町、八代市、熊本市、宇土市からの利用者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳                ▲宇城市内の内訳 
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問２．性別 

駅利用者の性別は、男性と女性がほぼ半数ずつとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別の内訳 

 

 

問３．年齢層 

駅利用者の年齢層は、「10歳代以下」が 55.2％と半数以上を占め、次点で「20 歳代」（11.5％）

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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問４．職業 

駅利用者の職業は、「学生」（61.5％）が 6 割以上を占めており、次点で「会社員・会社役員」

（18.7％）が多く、両者で約 8割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲職業の内訳 

 

 

問５．家族構成 

駅利用者の家族構成は、学生の利用者が多いため、「親もしくは子供との二世代」（64.4％）が

6割以上を占めており、次点で「親と子供と孫の三世代」（15.2％）が多く、両者で約 8割を占め

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲家族構成の内訳 
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問６．移動手段の保有状況〔複数回答〕 

駅利用者自身が自由に使える移動手段の保有状況は、学生の利用者が多いため、「自転車」

（63.8％）が最も多く、次点で「自動車」（34.2％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自由に使える移動手段の保有状況 

 

問７．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

駅利用者の運転免許証の保有状況は、学生の利用者が多いため、「保有していない」（55.2％）

が半数以上を占め、「自動車免許保有者」は約 4割に留まっている。 

運転免許返納年齢は、「70 歳代」（45.5％）、「80歳代」（27.3％）で約 7割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

 

  

【免許返納時の年齢】 
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問８．駅利用目的 

駅利用目的は、学生の利用者が多いため、「通学」（55.7％）が最も多く、次点で「通勤」（17.0％）

が多く、「通勤・通学」で 7割以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲駅利用目的の内訳 

 

問９．目的地（行き先）〔複数回答〕 

目的地（行き先）は、「熊本市内」（41.1％）が最も多く、次点で「宇城市内」（35.9％）が多く、

宇城市内については「小川町」（37.6％）、「松橋町」（28.0％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目的地（行き先）             ▲宇城市内の内訳 
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問 10．乗車駅・降車駅 

乗降駅は「小川駅」（23.3％）、「松橋駅」（17.5％）、「三角駅」（16.4％）、「熊本駅」（11.5％）

の利用が多く、降車駅は「松橋駅」（23.3％）、「熊本駅」（22.4％）、「小川駅」（14.7％）、「三角駅」

（8.3％）の利用が多く、乗車・降車とも上位は同じ駅となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲乗降駅・降車駅の内訳 

 

  

55



 

 

 

問 11．自宅から乗降駅までの交通手段 

自宅から乗降駅までの交通手段は、「徒歩のみ」（32.8％）が最も多く、次点で「車（家族・知

人の送迎）」（26.1％）、「自転車」（19.8％）が多く、これらで約 8割を占めており、公共交通機関

の利用は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自宅から乗降駅までの交通手段 

 

 

問 12．降車駅から目的地までの交通手段 

降車駅から目的地までの交通手段は、「徒歩のみ」（31.9％）が最も多く、次点で「車（家族・

知人の送迎）」（20.4％）、「自転車」（19.5％）が多く、これらで約 7割を占めており、公共交通機

関の利用は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲降車駅から目的地までの交通手段 
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問 13．日常生活における主な移動時間帯 

自宅から目的地まで行く移動時間帯は、「午前 7時頃」（45.1％）が最も多く、前後の時間帯を

合わせた「午前 6時～8時頃」で全体の約 8割を占めている。 

一方、目的地から自宅に帰る移動時間帯は、「午後 6時頃」（24.4％）が最も多いが分散してお

り、前後の時間帯を合わせた「午後 6時～7時頃」で全体の約 6割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自宅から目的地へ行く移動時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目的地から自宅へ帰る移動時間帯 
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問 14．公共交通の利用頻度 

普段の公共交通の利用頻度は、回答者に学生が多いことから「ほぼ毎日」（68.4％）が約 7割を

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の利用頻度 

 

 

問 15．鉄道を利用する理由〔複数回答〕 

鉄道を利用する理由としては、「目的地まで早く行ける」（52.3％）と、「他に移動手段がない」

（48.6％）が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲鉄道を利用する理由 
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問 16．鉄道を利用するための改善点〔複数回答〕 

鉄道を利用するための改善点は、約半数の方が「運行本数」（48.9％）を挙げており、他の改善

点については１割程度に留まっている。 

また、その他の改善点として、運行本数の増便や混雑解消のために車両数増加、駅施設の改善

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲鉄道を利用するための改善点 

 

  （その他の主な内訳） 
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問 17．宇城市の地域公共交通に対する要望・意見〔自由回答〕 

宇城市の地域公共交通に対する要望・意見を集約すると、「バスの本数・路線の増便」に関する

要望が最も多い。 

一方、「今のままで問題ない・便利」や「ＪＲ以外利用しない」との意見が多く見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市の地域公共交通に対する要望・意見 
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３）バス停利用者アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼バス停利用者アンケート実施概要 

バス停利用者（松橋産交、三角産交を対象） 

調査員をバス停に配置し、可能な範囲で聞き取り調査 

令和 6年 9月 25 日（水） 

次頁に調査票掲載 
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▲バス停利用者アンケート 調査票（1/2） 
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▲バス停利用者アンケート 調査票（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．居住地 

バス停利用者の居住地は、「宇城市内」が約 65％を占めており、その内の 6 割近くを松橋町が

占めている。 

一方、宇城市外については、熊本市、上天草町、宇土市からの利用者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳                ▲宇城市内の内訳 
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問２．性別 

バス停利用者の性別は、男性と女性がほぼ半数ずつとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別の内訳 

 

 

問３．年齢層 

バス停利用者の年齢層は、「10 歳代」が 35.8％と最も多く、次点で「70 歳代」（16.0％）、「20

歳代」（11.1％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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問４．職業 

バス停利用者の職業は、「学生」（35.8％）が最も多く、次点で「会社員・会社役員」（25.9％）

が多く、両者で約 6割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲職業の内訳 

 

 

問５．家族構成 

バス停利用者の家族構成は、「親もしくは子供との二世代」（58.0％）が約 6 割を占めており、

次点で「ひとり暮らし」（18.5％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲家族構成の内訳 
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問６．移動手段の保有状況〔複数回答〕 

バス停利用者自身が自由に使える移動手段の保有状況は、「自転車」（43.2％）と「保有してい

ない」（43.2％）が同率で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自由に使える移動手段の保有状況 

 

問７．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

バス停利用者の運転免許証の保有状況は、学生の利用者が多いため、「保有していない」（70.4％）

が 7割以上を占め、「自動車免許保有者」は 2割程度に留まっている。 

運転免許返納年齢は、「70 歳代」（100.0％）のみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

  

【免許返納時の年齢】 
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問８．バス停利用目的 

バス停利用目的は、学生の利用者が多いため、「通学」（33.3％）が最も多く、次点で「通勤」

（24.7％）が多く、「通勤・通学」で約 6割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲バス停利用目的の内訳 

 

問９．目的地（行き先）〔複数回答〕 

目的地（行き先）は、「宇城市内」（38.3％）が最も多く、次点で「宇土市内」（30.9％）が多く、

宇城市内については「松橋町」（51.6％）が半数以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目的地（行き先）             ▲宇城市内の内訳 
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問 10．乗車バス停・降車バス停 

乗降バス停は「松橋産交」（74.1％）が 7割以上を占めて最も利用が多く、降車駅は利用が分散

しており、1割を超えるバス停はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲乗降バス停・降車バス停の内訳 
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問 11．自宅から乗降バス停までの交通手段 

自宅から乗降バス停までの交通手段は、「徒歩のみ」（46.9％）がほぼ半数を占めて最も多く、

次点で「車（家族・知人の送迎）」（19.8％）、「自転車」（13.6％）が多く、これらで約 8割を占め

ており、公共交通機関の利用は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自宅から乗降バス停までの交通手段 

 

 

問 12．降車バス停から目的地までの交通手段 

降車バス停から目的地までの交通手段は、「徒歩のみ」（84.0％）が 8割以上を占めており、公

共交通機関の利用は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲降車バス停から目的地までの交通手段 
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問 13．日常生活における主な移動時間帯 

自宅から目的地まで行く移動時間帯は、「午前 8時頃」（30.9％）、「午前 7時頃」（28.4％）の 2

時間帯が多く、全体の約 6割を占めている。 

一方、目的地から自宅に帰る移動時間帯は、「午後 5時頃」（24.7％）が最も多く、前後の時間

帯を合わせた「午後 4時～6時頃」で全体の約 6割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自宅から目的地へ行く移動時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目的地から自宅へ帰る移動時間帯 
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問 14．公共交通の利用頻度 

普段の公共交通の利用頻度は、回答者に学生が多いことから「ほぼ毎日」（53.1％）が約 5割を

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の利用頻度 

 

 

問 15．路線バスを利用する理由〔複数回答〕 

路線バスを利用する理由としては、「他に移動手段がない」（50.6％）が最も多く、次点で「目

的地まで早く行ける」（30.9％）、「目的地とバス停が近い」（24.7％）、「自宅とバス停が近い」

（21.0％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスを利用する理由 
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問 16．路線バスを利用するための改善点〔複数回答〕 

路線バスを利用するための改善点は、6割以上の方が「運行本数」（64.2％）を挙げており、次

点で「遅延情報等の情報提供」（22.2％）が多い。 

また、その他の改善点として、運行本数や運行ルートの改善の要望が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスを利用するための改善点 

 

  （その他の主な内訳） 
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問 17．宇城市の地域公共交通に対する要望・意見〔自由回答〕 

宇城市の地域公共交通に対する要望・意見を集約すると、突出した要望・意見は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市の地域公共交通に対する要望・意見 
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４）乗合タクシーアンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼乗合タクシーアンケート実施概要 

乗合タクシー利用者 

乗合タクシー乗車時に運転手より配布、車内で記入し運転手が回収 

令和 6年 9月 26 日（木）～令和 6年 11 月 4日（月） 

次頁に調査票掲載 
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▲乗合タクシーアンケート調査票 
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（２）調査結果 

問１．居住地 

回答者の居住地は、「小川町」（66.7％）が約 7割を占めており、「三角町」（27.3％）が 3割弱、

「不知火町」（6.1％）が 1割弱となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

 

 

問２．性別 

半数近くが「無回答」のため乗合タクシー利用者の性別が正確に確認できないが、回答記入者

のほとんどは「女性」（51.5％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別 
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問３．年齢層 

回答者の年齢層は、全員が「60 代」以上であり、最も多いのは「80代」（42.4％）で約 4割を

占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層 

 

 

問４．家族構成 

回答者の家族構成は、「ひとり暮らし」（45.5％）がほぼ半数で最も多く、次点で「親もしくは

子供との二世代」（27.3％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層 
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問５．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

回答者の運転免許証の保有状況は、「保有していない」（69.7％）が約 7割と多く、「以前は保有

していたが返納した」（18.2％）も約 2割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

 

 

 

 

問６．本日利用した乗合タクシーの路線 

回答者が利用した乗合タクシー路線は、「海東地区乗合タクシー」（48.5％）が約半数を占めて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲利用した乗合タクシー路線 

 

  

＜免許返納年齢＞ 
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問７．乗合タクシーを利用する際の主な目的〔複数回答〕 

乗合タクシーを利用する主な目的は、「通院」（75.8％）が最も多く、次点で「買い物」（54.5％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲乗合タクシーの主な利用目的 

 

 

問８．乗合タクシーを利用する理由〔複数回答〕 

乗合タクシーを利用する理由は、「他に手段がない」（66.7％）が最も多く、次点で「自宅付近

で乗降可能」（57.6％）、「運賃が安い」（51.5％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲乗合タクシーを利用する理由 
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問９．乗合タクシーを利用するにあたっての改善項目〔複数回答〕 

乗合タクシーを利用するにあたって改善してもらいたい項目として、「運行本数」（45.5％）が

最も多く、「運行時間帯」（30.3％）、「運行曜日」（27.3％）、「乗降場所」（21.2％）と合わせて運

行に関して改善希望が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲乗合タクシー利用にあたっての改善項目 

 

 

問 10．公共交通に対する要望等〔自由回答〕 

公共交通に対する要望等として、以下のような要望が挙げられており、「年末年始」や「土日」

の運行希望が挙げられている。 
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５）商業施設アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼商業施設アンケート実施概要 

商業施設利用者 

（イオンモール宇城、ゆめマート松橋、ゆめマート三角を対象） 

調査員を商業施設に配置し、可能な範囲で聞き取り調査 

令和 6年 9月 25 日（水） 

次頁に調査票掲載 
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▲商業施設アンケート 調査票（1/2） 
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▲商業施設アンケート 調査票（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．居住地 

商業施設利用者の居住地は、「宇城市内」が約 77％を占めており、その内、「三角町」（34.0％）

と「松橋町」（32.4％）の 2町で全体の 7割近くを占めている。 

一方、宇城市外については、八代市、熊本市、上天草町、宇土市からの利用者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳                ▲宇城市内の内訳 
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問２．性別 

商業施設利用者の性別は、「女性」（72.3％）が約 7割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別の内訳 

 

 

問３．年齢層 

商業施設利用者の年齢層は、「70歳代」が 32.7％で最も多く、次点で「60歳代」（21.8％）、「50

歳代」（15.6％）、「80 歳代」（13.6％）が多く、高齢者層が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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問４．職業 

商業施設利用者の職業は、「無職」（31.9％）が最も多く、次点で「パート・アルバイト」（20.0％）、

「専業主夫・主婦」（18.8％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲職業の内訳 

 

 

問５．家族構成 

商業施設利用者の家族構成は、「親もしくは子供との二世代」（38.1％）が最も多く、次点で「主

婦のみ」（31.7％）、「ひとり暮らし」（18.1％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲家族構成の内訳 
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問６．移動手段の保有状況〔複数回答〕 

商業施設利用者自身が自由に使える移動手段の保有状況は、「自動車」（83.2％）が 8割以上で

最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自由に使える移動手段の保有状況 

 

問７．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

商業施設利用者の運転免許証の保有状況は、「自動車」（84.4％）が 8割以上を占めている。 

運転免許返納年齢は、「70 歳代」（38.9％）、「80歳代」（27.8％）が多く、両年齢層で 7割近く

を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

  

【免許返納時の年齢】 
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問８．商業施設への来訪手段〔複数回答〕 

商業施設への来訪手段は、「車（自分で運転）」（75.2％）が 7割以上を占めて最も多く、他の交

通手段は 1割以下に留まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲商業施設への来訪手段 

 

問９．普段利用している公共交通〔複数回答〕 

商業施設来店者が普段利用している公共交通については、「利用していない」（60.9％）が最も

多く、利用している中では「鉄道」（26.0％）、「路線バス」（13.9％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲目的地（行き先） 
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問 10．普段の鉄道・路線バス・乗合タクシーの利用頻度 

普段の鉄道・路線バス・乗合タクシーの利用頻度は、「年に数日」（50.7％）が半数を占めて最

も多く、次点の「月に数日」（28.4％）と合わせると 8割以上で利用頻度が低い状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲普段の公共交通の利用頻度 

 

問 11．鉄道・路線バス・乗合タクシーを利用しない理由〔複数回答〕 

鉄道・路線バス・乗合タクシーを利用しない理由は、「自動車が楽」（61.6％）が約 6割を占め

最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通を利用しない理由 
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問 12．公共交通を利用するための改善点〔複数回答〕 

公共交通を利用するにあたって改善してもらいたい点としては、「運行本数」（43.8％）が最も

多く、次点で「運行ルート（経由地）」（16.6％）、「運賃」（14.6％）が多い。また、「特になし」

が約 3割と高くなっている。 

また、その他の改善点として、運行本数・時間・ルート等の改善の要望が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通を利用するための改善点 

 

  （その他の主な内訳） 
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問 13．公共交通全体の満足度 

公共交通全体の満足度は、「普通」（70.5％）が 7割を占めて最も多く、「不満」（6.2％）と「や

や不満」（9.7％）を合わせた『不満足度』が約 16％と低いものの、「満足」（4.5％）と「まあ満

足」（9.2％）を合わせた『満足度』が約 14％とさらに低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通全体の満足度 

 

問 14．公共交通サービス改善時の利用意向 

公共交通サービスが改善された場合の利用意向は、「利用機会を増やす」（40.1％）が最も多く

なっているが、「今までと同程度に利用する」（23.8％）、「利用しない」（18.3％）の否定的な利用

意向が多く見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通サービス改善時の利用意向 
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問 15．路線バスや乗合タクシーの維持に対する協力〔複数回答〕 

路線バスや乗合タクシーを維持していくために協力できることとしては、「利用できそうなと

きは、なるべく公共交通を利用するようにする」（71.8％）が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスや乗合タクシーの維持に対する協力 
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問 16．宇城市の地域公共交通に対する要望・意見〔自由回答〕 

宇城市の地域公共交通に対する要望・意見を集約すると、「コミュニティバスや乗合タクシーの

拡充」が最も多く、「路線（三角線）の存続」、「タクシー数の増加」、「路線バス運行の改善（便数・

ルート等）」が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市の地域公共交通に対する要望・意見 
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６）事業者（代表者）アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼事業者（代表者）アンケート実施概要 

宇城市企業クラブ会員企業 

※企業の代表者に回答いただく 

宇城市企業クラブ会員企業に WEB アンケートの URL を配信 

令和 6年 9月 30 日～令和 6年 10 月 31 日 

次頁に調査項目掲載 
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▲事業者（代表者）アンケート WEB 画面 
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（２）調査結果 

問１．事業所住所 

アンケート回答事業所は、「松橋町」が 9社（81.8％）、三角町及び不知火町が各 1社となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲事業所住所 
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問２．送迎等のサービス実施状況 

アンケートに回答した全事業所において、送迎等のサービスは実施されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲送迎等のサービス実施状況 

 

 

問３．送迎等のサービスの今後の実施予定 

アンケートに回答した全事業所において、今後送迎等のサービスを実施する予定はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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７）事業者（個人）アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼事業者（個人）アンケート実施概要 

宇城市企業クラブ会員企業 

※企業に属する従業員に回答いただく 

宇城市企業クラブ会員企業に WEB アンケートの URL を配信 

令和 6年 9月 30 日～令和 6年 10 月 31 日 

次頁に調査項目掲載 
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▲事業者（個人）アンケート WEB 画面（1/3） 
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▲事業者（個人）アンケート WEB 画面（2/3） 
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▲事業者（個人）アンケート WEB 画面（3/3） 
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（２）調査結果 

問１．事業所住所 

アンケート回答者が就業している事業所は、「松橋町」（87.2％）が約 9割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲就業事業所住所 
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問２．居住地 

回答者の居住地は、「宇城市内」が約 44％で、そのうち「松橋町」（58.8％）が約 6割を占めて

いる。一方、宇城市外については、熊本市が多く、八代市、宇土市在住者の回答が複数ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳                ▲宇城市内の内訳 

  

 

104



 

 

 

問３．性別 

回答者の性別は、「男性」（71.8％）が約 7割、「女性」（25.6％）が約 3割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別 

 

 

 

問４．年齢層 

回答者の年齢層は、「40代」（51.3％）で半数を占め、次点で「30代」と「50 代」（17.9％）が

占め、これらで約 9割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層 

 

  

105



 

 

 

問５．家族構成 

回答者の家族構成は、「親もしくは子供との二世代」（61.5％）が約 6割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層 

 

 

問６．移動手段の保有状況〔複数回答〕 

回答者自由に使える移動手段の保有状況は、「自動車」（87.2％）が約 9割で最も保有率が高く、

次点で「自転車」（28.2％）が約 3割で高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自由に使える移動手段の保有状況 
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問７．運転免許証の保有状況〔複数回答〕 

回答者の運転免許証の保有状況は、「自動車」が 100％の保有率で、「自動二輪・バイク」が約

15％の保有率となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自動車運転免許証の保有状況 

 

 

問８．勤務形態 

回答者の勤務形態は、「固定時間制」（82.1）が約 8 割を占めており、「変動労働時間制」が約

18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲勤務形態 
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問９．通勤時の自宅から勤務先までの移動手段 

回答者の通勤時の移動手段は、「自家用車」（82.1％）が最も多く、車通勤者が多数である。 

また、公共交通での通勤は少なく「路線バス」（5.1％）、「JR」（10.3％）に留まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲移動手段 
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問 10．普段の通勤時間 

回答者の通勤時間は、「10分」と「20 分」（25.6％）がピークで最も多く、次点で「40 分」（15.4％）

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通勤時間 

 

 

 

問 11．通勤時の乗降バス停 

通勤時の移動手段としてバスを利用する回答者は無かった。 

（※バスを選択した回答者は２名いたが、自宅住所、事業所住所、選択移動手段、通勤時間等

を勘案した上、回答内容に信憑性がないため判別不能とした。） 

 

 

 

問 12．通勤時の乗降駅 

通勤時の移動手段として鉄道（ＪＲ）を利用する回答者は２名おり、乗降駅は以下の通り。 

 

自宅住所 事業所住所 乗車駅 降車駅 備考 

熊本市 松橋町 上熊本駅 富合駅 熊本県熊本市南区富合町に営業所あり 

熊本市 松橋町 熊本駅 松橋駅  

宇土市 松橋町 宇土駅 松橋駅  

宇土市 松橋町 住吉駅 松橋駅  
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問 13．公共交通での通勤において困っている点 

公共交通での通勤で困っている点として、回答者全員が「運行本数が少ない」（100.0％）を挙

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通での通勤で困っている点 

 

 

問 14．通勤で公共交通を利用しない理由 

通勤で公共交通を利用しない理由は、「自家用車やバイクの方が楽」（62.9％）が約 6割を占め

最も多く、次点で「家が近く、利用の必要がない」（31.4％）が多い。また、「本来は利用したい

が利用していない」は回答がなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通勤で公共交通を利用しない理由 

 

  

110



 

 

 

問 15．公共交通のサービスが改善された場合の公共交通での通勤可能性 

公共交通のサービスが改善された場合に公共交通で通勤する可能性については、「通勤方法は

変わらない」（77.3％）が約 8割を占め最も多く、「利用する」回答を大幅に上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通での通勤可能性 

 

 

問 16．改善が必要な公共交通のサービス内容 

改善が必要な公共交通のサービスとしては、「鉄道・路線バスの乗り継ぎ」（50.0％）が最も多

く、他に「運行ダイヤ」「運賃」「運行本数」「路線バスの運行ルート」「バス停の位置」が挙げら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲改善が必要な公共交通のサービス内容 
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問 17．通勤状況についての意見〔自由回答〕 

通勤に公共交通を利用した場合、「通勤時間を要する」点が挙げられており、「公共交通の速達

性（時間短縮）」が利用上の課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18．普段（通勤以外）の公共交通利用頻度 

通勤以外の普段における公共交通の利用頻度は、「年に数回」（41.0％）が最も多く、次点で「利

用しない」（38.5％）もほぼ同等に多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲普段の公共交通利用頻度 
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問 19．通勤以外で公共交通利用時の目的地 

通勤以外で公共交通を利用したときの目的地は、「熊本市」（62.5％）が約 6割と最も多く、次

点で「県外」（33.3％）が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通勤以外で公共交通利用時の目的地 

 

 

問 20．公共交通利用時の重要点 

公共交通を利用するにあたって重要と思う点は、「運行本数の充実」と「運賃の安さ」（59.0％）

が約 6割と最も多く、次点で「停留所までのアクセス性」（56.4％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通利用時の重要点 
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問 21．公共交通に対する要望等〔自由回答〕 

公共交通に対する要望等として、以下のような要望が挙げられている。 
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８）学生アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼学生アンケート実施概要 

宇城市内、近隣に立地する高等学校（松橋高校、小川工業高校、宇土高校） 

※高校に通学する生徒に回答いただく 

高等学校に WEBアンケートの URL を配信 

令和 6年 9月 24 日～令和 6年 10 月 31 日 

次頁に調査項目掲載 
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▲学生アンケート WEB 画面（1/2） 
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▲学生アンケート WEB 画面（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．回答者の学校 

アンケート回答者が通学している学校は、「小川工業高校」（60.4％）が約 6 割、「宇土高校」

（20.4％）と「松橋高校」（19.2％）が約 2割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲回答者の学校 
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問２．居住地 

回答学生の居住地は、「宇城市内」の割合が、小川工業高校が約 37％、宇土高校が約 69％、

松橋高等学校が約 51％となった。 

特に、宇土高校では「松橋町」（30.4％）、松橋高等学校では「松橋町」（30.7％）と高い割合

を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲居住地 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市外の内訳 
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問３．性別 

回答者の性別は、小川工業高校で「男性」（89.5％）と多数を占めた一方で、宇土高校、松橋高

等学校では、「女性」が半数以上を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲性別 
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問４．学年 

回答学生の学年は、3校共通して、「２年生」が最も多く、「１年生」、「３年生」と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲学年 
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問５．登校時の自宅から学校までの移動手段 

宇土高校では、自転車のみ（31.1％）が最も割合が高く 3 割以上となった。路線バスを含む

（25.2％）、JR を含む（25.1％）、路線バスと JR 両方含む（4.4％）と、反数近くの生徒が公共交

通を利用している実態であった。 

松橋高等学校では、自転車のみ（26.0％）JR を含む（26.0％）と最も割合が高い。路線バスを

含む（6.3％）、路線バスと JR両方含む（3.9％）と路線バスの利用割合は 10％程度に留まる。 

小川工業高校では、JRを含む（59.9％）と半数以上を占めた。路線バスを含む（1.5％）、路線

バスと JR両方含む（1.3％）と路線バスはほとんど利用されていない実態となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学手段（宇土高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学手段（松橋高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学手段（小川工業高校） 

N=127

N=399
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問６．普段の登校時の自宅出発・学校到着時刻 

回答学生の登校時の自宅出発時刻は、7：30 をピークとして概ね 6：10～8：20 に分散しており、

学校到着時刻は 8：20 をピークとして 6：50～8：30 に分散している。 

 

＜自宅出発時刻＞             ＜学校到着時刻＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲登校時の自宅出発・学校到着時刻 
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問７．普段の帰宅時の学校出発・自宅到着時刻 

回答学生の帰宅時の学校出発時刻は、16：00 と 19：00 にピークがあり概ね 15：40～20：00 に

分散しており、自宅到着時刻は大きなピークはなく 16：00～21：00 頃まで広く分散している。 

 

＜学校出発時刻＞             ＜自宅到着時刻＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲帰宅時の学校出発・自宅到着時刻 
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【参考】登校時、帰宅時の通学時間〔出発～到着時刻から算出〕 

回答学生の登校時の通学時間は、40 分が最も多く、20分～40 分に集中している。 

また、帰宅時の通学時間は、30 分が最も多く、20分～60 分に集中している。 

 

＜登校時通学時間＞            ＜帰宅時通学時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲登校時、帰宅時の通学時間 
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問８．通学時の乗降バス停 

回答学生の乗車バス停は、「松橋産交」（14票）が最多となり、その他バス停は目立った傾向は

みられない。 

一方で、降車バス停は、「宇土本町一丁目」もしくは「宇土高校入口」の回答が多く、宇土高校

への通学として路線バスが利用されていることが確認される。 
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問９．通学時の乗降駅 

回答学生の乗車駅は、「宇土駅」（85票）「松橋駅」（43票）「有佐駅」（40票）の回答が多い。 

一方で、降車駅では、「小川駅」（263 票）が大多数を占めており、小川工業高校への通学が確

認された。 
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問 10．公共交通での通学において困っている点 

公共交通での通学で困っている点として、「運行本数が少ない」（54.8％）が最も多く、次点で

「利用したい時間帯に便がない」（31.1％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通での通勤で困っている点 

 

 

問 11．公共交通での通学において困っている点の要望 

公共交通での通学で困っている点の要望として、「運行本数が増加」が突出して多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通での通学で困っている点の要望 
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問 12．通学で公共交通を利用しない理由 

現在、通学で公共交通をしていない方が、公共交通を利用していない理由は、「家が近く、利用

の必要がない」（68.7％）が約 7割を占めて最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学で公共交通を利用しない理由 

 

 

問 13．通学で公共交通を利用したいが利用していない理由 

本来は通学で公共交通を利用したいが利用していない理由は、「運転が高い」（38.5％）、「利用

したい時間帯に便がない」（34.6％）、「運行本数が少ない」（30.8％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学で公共交通を利用したいが利用していない理由 
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問 14．公共交通のサービスが改善された場合の公共交通での通学可能性 

公共交通のサービスが改善された場合に公共交通で通学する可能性については、「通学方法は

変わらない」（45.9％）が約半数を占めて最も多い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通での通学可能性 

 

問 15．改善が必要な公共交通のサービス内容 

通学で公共交通を利用するために改善が必要なサービスとしては、「運行本数」（57.6％）と「運

賃」（54.5％）が多く、次点で「バス停の位置」（39.4％）が挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲改善が必要な公共交通のサービス内容 
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問 16．通学状況についての意見〔自由回答〕 

通学状況について学生からの指摘として、「道路の補修・拡幅」や「車・自転車の運転マナーが

悪い」に多くの意見が挙げられ、「通学で利用する道路の利用しづらさ」が指摘されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学状況についての意見 

 

問 17．普段（通学以外）の公共交通利用頻度 

通学以外の普段における公共交通の利用頻度は、「月に数回」（31.8％）が最も多く、次点で「ほ

ぼ毎日」（25.4％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲普段の公共交通利用頻度 
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問 18．通学以外で公共交通利用時の目的地 

通学以外で公共交通を利用したときの目的地は、「熊本市」（80.2％）が約 8割で最も多く、次

点で「宇城市内」（24.6％）、「宇土市」（21.2％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲通学以外で公共交通利用時の目的地 

 

 

問 19．公共交通利用時の重要点 

公共交通を利用するにあたって重要と思う点は、「運賃の安さ」（58.1％）と「運行本数の充実」

（55.2％）が約 6割で多く、次点で「乗り継ぎのしやすさ」（27.2％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通利用時の重要点 
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問 20．公共交通に対する要望・意見〔自由回答〕 

公共交通に対する要望・意見として、「運行本数の増加」が最も多く要望されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する要望・意見 
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９）支援学校アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼支援学校アンケート実施概要 

宇城市内に立地する支援学校 

※支援学校の代表者に回答いただく 

支援学校に WEBアンケートの URL を配信 

令和 6年 9月 30 日～令和 6年 10 月 31 日 

次頁に調査項目掲載 
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▲支援学校アンケート WEB 画面 
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（２）調査結果 

問１．生徒の居住地割合 

松橋東支援学校は生徒が隣接する「熊本県こども総合療育センター」又は「希望ヶ丘病院」に

入院・入所しているため、居住地としては約 9割が「その他」となっている。 

一方、松橋支援学校は「宇城市」が約 44％で最も多く、次点で「熊本市」（約 21.0％）、「八代

市」（約 15％）となっている。 

 

＜松橋東支援学校＞             ＜松橋支援学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲生徒の居住地割合 
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問２．スクールバスの運行状況 

両校とも、スクールバスは運行していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲スクールバスの運行状況 

 

問３．児童・生徒の通学手段 

松橋東支援学校は生徒が隣接する「熊本県こども総合療育センター」又は「希望ヶ丘病院」に

入院・入所しているため、通学手段として公共交通等は利用していない。 

一方、松橋支援学校は「保護者の送迎」が 9割で最も多く、「公共交通」が 1割となっている。 

 

＜松橋東支援学校＞             ＜松橋支援学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲年齢層の内訳 
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問４．公共交通利用時における困りごと・要望、児童・生徒・保護者からの意見 

松橋東支援学校からの意見としては、「公共交通利用時の車いすでの乗降不可」が重要な問題と

して挙げられており、バスはほとんど利用する機会がなく、主な移動手段は福祉タクシーとのこ

とである。 

一方、松橋支援学校からは特に意見は挙げられていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５．学校としての通学時の問題点・懸念事項 

松橋東支援学校は、公共交通機関等を利用して登下校していないことから、通学時の問題点や

懸念事項は挙げられていない。 

一方、松橋支援学校からは、「緊急時の対応や把握に時間を要する」ことが挙げられている。 
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問６．学校としての公共交通への要望 

松橋東支援学校からの要望としては、鉄道・路線バス、乗合タクシー、福祉タクシーに関して、

「車いす利用者がいつでも利用可能な環境整備」、「安価で利便性の高い公共交通」が挙げられて

いる。 

一方、松橋支援学校からの要望としては、低床バスの運行状況などが把握できれば利用を検討

できるとのことから、「運行状況の情報提供」が挙げられている。 
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１０）民生委員・児童委員アンケート 

（１）調査概要 

調査の概要は以下のとおりである。 

▼民生委員アンケート実施概要 

宇城市民生委員・児童委員 

民生委員・児童委員の会議で調査票を配布、次回会議で回収（WEB 併用） 

令和 6年 10 月 2 日～令和 6年 11 月 15 日 

次頁に調査票掲載 

  

140



 

 

 

▲民生委員アンケート調査票（1/2） 
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▲民生委員アンケート調査票（2/2） 
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（２）調査結果 

問１．受け持ち地区の 1人で外出できる高齢者の交通手段〔複数回答〕 

高齢者が買物や通院で利用する交通手段は、「自家用車（自分で運転）」（69.7％）が最も多く、

次点で「自家用車（同居していない親族や知人が運転）」（58.8％）、「タクシー」（56.3％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲高齢者が買物や通院で利用する移動手段 
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問２．1人で外出が困難な高齢者が受けている移動支援〔複数回答〕 

1 人で外出が困難な高齢者が受けている移動支援は、「同居していない親族や知人に送迎を依

頼」（71.4％）が最も多く、次点で「同居する親族等に送迎を依頼」（61.3％）、「通常のタクシー

を手配）」（48.7％）が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲1人で外出が困難な高齢者が受けている移動支援 
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問３．受け持ち地区の高齢者のみの世帯数 

受け持ち地区の高齢者のみの世帯数は、「10～19世帯」（26.9％）、「0～9世帯」（18.5％）、「20

～29 世帯」（20.2％）が約 2割前後で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲受け持ち地区の高齢者のみの世帯数 
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問４．移動手段がなく困っている高齢者世帯数 

約 8 割の地区で、移動手段がなく困っている高齢者世帯が居住している（77.3％）となった。 

移動手段がなく困っている高齢者世帯が居住していないと回答したには一部の地区（4.2％）の

みであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲受け持ち地区の移動手段がない高齢者世帯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ▲受け持ち地区の移動手段がない高齢者世帯数 
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問５．移動で困っている高齢者世帯の移動手段〔自由回答〕 

移動で困っている高齢者世帯の通院や買物の移動は、「タクシー利用」が最も多く、次点で「親

族・知人の車で送迎」、「親族・知人に依頼」が上位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲移動で困っている高齢者世帯の移動手段 

 

問６．高齢者等の移動に制約がある方の移動手段に関してお感じになっている問題点、高齢に

なられた市民がより便利に暮らしていくために必要だと思う移動手段の工夫・サービス、

移動支援の活動など 

必要だと思う移動手段の工夫・サービス・移動支援の活動等として、「乗合タクシーの拡充」が

最も多く、次点で「移動支援の充実（タクシーチケット等）」が上位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲移動で困っている高齢者世帯に関する問題点・要望・意見 
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１１）ヒアリング調査 

（１）調査概要 

本市の公共交通の課題を詳細に把握していると考えられる市内を運行する交通事業者、及び市民

の公共交通の利用実態を把握していると考えられる商業・医療施設にヒアリング調査を実施しまし

た。 

また、公共交通との連携可能性を把握するため、市関係部署に対してもヒアリング調査を実施し

ました。 

 

▼ヒアリング調査の実施概要 

項目 内容 

調査対象 ■路線バス事業者 

 九州産交バス（株）、産交バス（株）、熊本バス（株） 

■タクシー事業者 

 （有）三角タクシー、（有）おがたタクシー、（有）おがわタクシー、 

（有）松橋タクシー、（有）湊タクシー、（有）おゝ村タクシー 

■商業施設 

 イオンモール宇城、ゆめマート松橋、ゆめマート三角 

■医療施設 

 済生会みすみ病院、宇城総合病院、桜十字熊本宇城病院、 

熊本南病院 

■市関係部署 

 まちづくり関係部署、教育関係部署、介護・福祉関係部署、 

観光関係部署 

調査方法 直接訪問して聞き取り調査（状況に応じてメールや電話を活用） 

実施時期 令和 6 年 9 月 25 日～ 

調査内容 ・地域公共交通の利用者の実態、ニーズ 

・地域公共交通の問題点・課題 

・将来展望 等 
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（２）路線バス事業者 

利用実態・

ニーズ 

・路線バスの利用者は主に学生 

・日中は、高齢者の買い物での利用もあり 

問題点・ 

課題 

・運転者不足・高齢化 

・燃料費高騰に伴う運行経費の増加 

・車両価格の高騰 

・利用者減少による運賃収入の減少 

将来展望 

・運転手の採用強化 

・運転手の待遇改善 

・DX を活用した業務効率化 

・ダイヤの見直し 

・車両のダウンサイジング 

・観光客への企画乗車券 

・天草号の三角産交への乗り入れ（R6.10～） 

地域公共交

通に対する

提案・要望 

・JR や乗合タクシーとの接続強化 

 

（３）タクシー事業者 

利用実態・

ニーズ 

・タクシー・乗合タクシーともに高齢者の利用が多い 

・乗合タクシーの指定乗降場所以外での乗降の要望あり 

・移動支援（タクシーチケット等）の拡充の要望あり 

問題点・ 

課題 

・運転手不足 

・運行車両不足 

・経営の資金不足 

・宿泊施設等が送迎サービスを実施するため需要低下 

・利用される時間が午前中等に集中するため、対応できないこともある 

将来展望 
・運転手の確保 

・現状の経営の維持 

地域公共交

通に対する

提案・要望 

・乗合タクシー利用促進施策の実施（無料キャンペーン等） 

・乗合タクシーのサービス向上（エリア・運行日） 
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（４）商業施設 

来店者の 

実態 

・概ね自家用車で来店、公共交通の利用は少ない 

・一部コミュニティバスで来店（イオンモール宇城） 

移動支援・

買い物支援

の実施状況 

・無料コミュニティバスの運行（イオンモール宇城） 

・公共交通の待機場所の提供（検討中） 

・宅配サービス（検討中） 

地域公共交

通に対する

提案・要望 

・自動運転等の積極的導入・検討 

・公共交通サービスの充実 

地域公共交

通との連携

可能性 

・公共交通利用者への割引は状況に応じて検討可能 

・現時点での想定しているものはいが、依頼があれば積極検討 

 

（５）医療施設 

来院者から

の要望 

・運行本数の増便 

・病院入り口までの乗り入れ 

・バス待合環境の改善（屋根・ベンチ） 

・バス停名の変更（病院前など） 

・深夜時間帯のタクシー運行 

移動支援 

の実施状況 

・移送支援の実施 

・病院施設内のローソンの移動販売 

・訪問診療・看護サービスの実施 
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（６）市関係部署（まちづくり関係） 

市が目指す

将来 

都市構造 

・周辺市町村や市内の各拠点を連携軸で有機的に結び、各拠点が都市づくりの基

本理念や基本方針を踏まえた都市形成を図れるよう設定。 

今後の拠点

整備等に対

する考え方 

・小川駅周辺の整備計画（都市再生整備計画事業）を現在作成中。 

・三角地域についても天草との中間拠点といった視点からも整備に力を入れて 

いくことが必要。 

今後のネッ

トワーク等

整備に対す

る考え方 

・宇城市では立地適正化計画を策定しており、鉄道やバス停を中心とした徒歩圏

内に都市機能誘導区域を設定。 

地域公共交

通に求める

ニーズ 

・交通空白地等の公共交通が利用しづらい場所やそこに居住する市民が減少す

るような、細やかな公共交通ネットワークの形成。 

地域公共交

通との連携

可能性 

・都市計画マスタープラン及び立地適正化計画と連動し、「コンパクト・プラス・ 

ネットワーク」のまちづくりを推進。 

 

（７）市関係部署（教育関係） 

スクールバ

スの運行 

・一部の地域では定期券補助からスクールバスになったことで、学校行事にあわ

せて通学できるメリットがある一方で、路線バスのダイヤに合わせた自由度が

高い通学ができなくなった。 

・境界付近に住まれている保護者から、一部ご意見をいただくこともあるが、基

本的には要望等はない状況。 

スクールバ

スの課題 

・今後は、生徒数が減少していく見込みとなっている。スクールバス車両は、約

20 年使用している状況にあり、5,10 年後を見据えたバス車両の購入が課題。 
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（８）市関係部署（福祉・介護関係） 

交通弱者の

移動に 

関する現状 

・課題 

・高齢者は、将来は困ると思うが現状では困っていない意見が多数。 

・移動販売や店による配達、生協や配色サービス等、活用しながらなんとか買い

物はできている現状。 

・宇城市内の多くの医療機関では、送迎等のサービスを実施。 

・障がい者は、タクシーや介護タクシー、移動支援事業の活用で移動。 

移動支援に

対する 

取り組み 

・移動支援事業（同行支援）を実施 

地域公共交

通に求める

ニーズ 

・現状の公共交通網では、利用を促すことが難しい。 

・タクシーチケット等の方が有効では。 

地域公共交

通との連携

可能性 

・曲野地区では、地区サロンへの移動に乗合タクシーを活用。 

地域公共交

通計画に対

する意見 

・シニアカートの購入助成、もしくはレンタル助成。 

・運転免許の返納により、外出機会が減少する可能性もある。 

 

（９）市関係部署（観光関係） 

観光客など

も含めた来

訪者の移動

に関する現

状と課題 

・三角駅前にレンタサイクル・レンタバイク設置。三角駅から三角西港、戸馳島

へのアクセスのために利用。 

・三角駅から三角西港までの交通手段がバスかレンタカーしかないので、公共交

通機関でのアクセスが不便。 

現在の移動

支援等に対

する取組 

・道の駅「不知火」、三角西港内などにサイクルスタンド設置。 

過去に実施

した移動支

援等に対す

る取組事例 

・R5：もったいなかレストラン参加者向けに三角駅から三角西港間のシャトル

バスを運行 

・R5：不知火海の火まつり、及び松橋町ふるさと祭りにおいて、祭り会場と駐

車場間のシャトルバスを運行 

地域公共交

通に求める

ニーズ 

・三角駅から三角西港のアクセス性向上。 
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